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　鏡野町最北端、標高 830 ｍの鳥取県境近くの中国山
地の森に囲まれた三国山の山中にある岡山県最北端の
滝。滝の上部に安山岩の岩盤が突き出て岩屋を形成して
いるため、滝の裏側からも流れ落ちる清水を眺めること
ができるところから「裏見の滝」とも呼ばれ人気を集め
ている。滝裏の岩窟の中には不動明王が祀られている。
　滝の約 100 ｍ手前に湧き出る名水「岩井」は日本名
水百選に指定されている。この水を 21日間飲み続け、
７月 10日に念願の子を授かったという伝説から「子宝
の水」とも呼ばれており、地域の伝統的行事として毎年
７月10日には「岩井滝まつり」が開催されている。

岩井滝
いわいだき
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　７月７日（金）午後５時から岡山県印刷関連産業協
議会「第 13回通常総会」が、アークホテル岡山で開催
された。
　当日の出席者数は、委任状を含めて 64名で会員数の
過半数を超え、総会は成立し賛助会員も参加する中で
開催された。
　最初に、大塚泰文会長が「今年で協議会が設立され
13年を迎えます。協議会の事業も賛助会員の皆様のご
協力をいただいて開催していますが、協議会の目的は
印刷・製本の組合員だけでなく印刷関連業界全体が発
展するための協議会であり、今年度も「PRIC フォーラ
ム岡山 2017」を９月に開催しますが、業界全体の発展
のためにご協力をお願いいたします。」と挨拶があり、
事務局からの議案提案により総会が始まった。
　議長には、事務局提案で廣野景治氏が選任され議事
進行が行われた。
　以下の議案が審議され、全議案が全員賛成で承認さ
れた。

上程された議案

第１号議案　�平成 28年度事業報告及び収支決算報告の
件

第２号議案　�平成 29年度経費の賦課及び徴収の方法の
件

第３号議案　�平成 29年度事業計画案及び収支予算案の
件

第４号議案　�平成 29年度役員改選の件

■記念講演会の開催
　総会後、水上印刷㈱代表取締役会長の水上光啓氏（元
全印工連会長）から「中小印刷業界の課題」について
講演をいただきました。
　水上会長は全印工連会長の時に「業態変革」を推進
された方で、実際に水上印刷㈱を業態変革された経験
を中心に講演されました。印刷業界を取り巻く環境が
日々変化している中で、お客様に如何に満足していた
だけるサービスを提供するか。製造業プラスサービス
業の職域を広げ、顧客の面倒くさいと思っている仕事
をすることが、これからの新しい生き方であると思う。
そのためには、人材の育成が一番大切な課題です。と
強調された講演会でした。

大塚会長挨拶

　平成 29 年度　岡山県印刷関連産業協議会「通常総会」開催
■ 平成 29 年７月７日（金）　■ アークホテル岡山

懇親会

総会参加者
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　平成 29年度上期「中国地区印刷協議会」が松江市内のホテルで開催されました。
　会議には中国５県から 40名の役員が参加。また、全日本印刷工業組合から滝澤光正副会長と高橋秀明事務局次長の
２名が出席されました。
　最初に、島根県印刷工業組合の谷口博則理事長の歓迎の挨拶、続いて、中国地区印刷協議会の中本俊之会長が「今年、
他の地区協を勉強するために、四国地区協に参加させていただきました。中国地区と少し違うのは、各県工組の問題・
課題を協議する時間が多かったことです。中国地区も折角集まるのであれば、情報交換を積極的に行い、各県工組が
参考になる会議にしていきたいと思います。」と挨拶がありました。
　また、全印工連の滝澤副会長は「印刷産業としての対外広報発進力強化、官公需対策を始め全印工連 2025 計画の
着実な実践など重点課題を設定し取り組みを行います。」等、主要な計画について説明がありました。
　高橋事務局次長からは、平成 29年度の事業概況報告がありました。
　また、事務局からは中国地区協の平成 28年度収支決算報告、平成 29年度収支予算案の説明があり全員賛成で承認
されました。
　また、平成 29年度下期中国地区印刷協議会は、広島で来年２月 16日に開催されることも決定しました。
　全体会議の後、各分科会が行われ、それぞれの担当副理事長が出席しました。

　・理事長会
　　大塚泰文理事長

　・経営革新マーケティング委員会
　　池上鎌三郎副理事長
　　藤原�守副理事長

　・教育研修委員会
　　西尾源治郎副理事長

　・組織共済委員会
　　廣野景治副理事長

　・環境労務委員会
　　味野浩一副理事長

中本俊之会長

　平成 29 年度上期　「中国地区印刷協議会」開催
■ 平成 29 年６月９日（金）　■ ホテル一畑

中国５県の理事長

会議参加者滝澤副会長
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岡山市との懇談会

　今年度の重点課題の「官公需対策」について、岡山
市との第１回「官公需問題懇談会」を５月 29日に開催
しました。今回は岡山県印刷関連産業協議会の顧問の
吉本賢二市議会議員を仲介に開催しました。また、岡
山県印刷工業組合ではなく、協議会としての交渉とし
て、製本組合・ジャグラ岡山県支部の三団体で行いま
した。
　当日の出席者は
・岡山市議会議員�吉本賢二氏
・�岡山市財政局�監理・契約担当�森本彰男審議官、契約
課�山本�晃課長、水野�剛課長補佐
・�岡山県印刷関連産業協議会�会長�大塚泰文、副会長�土
師健嗣、理事�西尾源治郎、廣野景治、藤原�守、事務
局�栗平靖彦（大谷�博副会長は欠席）　　（敬称略）
　開催主旨としては、中小印刷業界の状況について、
政令都市岡山市の担当部門の方々に説明を行うと共に、
協議会の要望についてご理解をいただき、ご支援ご協
力を賜ることを目的に開催しました。
　開始に当たり、吉本市議会議員、大塚会長、森本審
議官の挨拶があり懇談会に入りました。まず、組合の
事務局から岡山県印刷工業組合の概要説明（組合員数、
従業員数等）そして、全印工連と中国地区組合の取り
組み状況の説明、特に、鳥取県工組・島根県工組の官
公需の成果について報告しました。
　そして、岡山市の官公需の問題について説明し、意
見交換を行いました。
　森本審議官からは「地方創生という課題があり、岡
山市も地元業者を優先に発注をしているが、本日の懇
談や他県の状況を研究して改善したい。」との回答をい
ただきました。
　吉本市議からは、９月を目途に回答するよう岡山市
側に依頼して、初回の懇談会は終了しました。

　岡山市との「官公需問題懇談会」開催
■ 平成 29 年５月 29 日（月）　■ 岡山市役所会議室

　岡山市への要望事項
　　１、�岡山県内へ本社工場がある印刷会社へ

の発注
　　２、�「予定価格の適正化」と「積算内訳書」

の添付の義務化
　以上、２点を要望しました。

　組合員皆様にお願い：官公需についてのご意見を事
務局へお寄せ下さい。
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■開催期日：平成 29年９月 22日（金）10：00～ 17：00
■開催場所：第一セントラルビル１号館９階大ホール
■主　　催：岡山県印刷関連産業協議会
　協　　賛：岡山県印刷工業組合・岡山県製本工業組合・ジャグラ岡山県支部
　後　　援：岡山県中小企業団体中央会
■開催主旨：�印刷産業は、顧客ニーズ対応のために多様なソリューションの提供を行っています。そのためには、営

業から制作にわたり、その現場力の向上が課題となっています。
　　　　　　�協議会の賛助会員から新しい商品・新技術の情報発信をしていただき、組合員企業のための学びと新た

なネットワークの構築のフォーラムとします。
■出展企業
　�・内外グループ・デュプロ株式会社・リコージャパン株式会社・岡山県洋紙商連合会・株式会社中国インキ商会・合
同印刷機材株式会社・東洋インキ中四国株式会社・富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ株式会社・DIC
グラフィックス株式会社・日宝綜合製本株式会社・株式会社小森コーポレーション・岡山県印刷工業組合・岡山県
製本工業組合
■セミナーの開催　５階研修室
　タイトル「ストップ・ザ・トラブル」
　�　印刷の基礎技術を再確認し、後工程を理解することで、ミスのないスムーズな工程管理を学ぶ
　講座①　13：00～ 14：00
　　　　　「プレス編」求められる印刷品質
　講座②　14：30～ 15：30
　　　　　「ポストプレス編」Win-Winの関係を目指して
■その他　展示会・セミナー共に参加費は無料です。
　　　　　�但し、セミナーにつきましては、事前の参加申

込が必要です。

「PRIC フォーラム岡山 2017」開催
～印刷の未来を導く、学びと新たなネットワークの構築～

企画委員会

予告
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 病気を隠して求人に応募してきた求職者を採用してしまった場合、
その病気が判明した時は、解雇することができますか。

　病気には症状の重い、軽いがありますから病気があるからと言って、即就業ができないとは限りません。軽度の
方は十分に就業可能ですし、病気があるからと言って優秀な方の採用を見送るのは会社にとっても損失です。ただ、
重度の症状で発作がたびたび起きて意識を失うような方は、営業職や配送などの運転業務が必要な仕事はできませ
ん。
　そもそも、採用に際して、応募者に病歴の申告を求め、その情報を取得することは法的に問題ないとされていま
す。しかも、応募者は一定の範囲内で使用者から問われたことについて、真実を告知すべき信義則上の義務があり
ます。
　これに反して重要な経歴を偽って雇用された場合には、それは懲戒の対象になります。そのため、面接時には、
業務内容を説明し、業務遂行に健康面で問題はありませんかと尋ねることをお勧めします。病気を隠して入社し、
事故を起こせば会社にも責任が問われることになります。そのため、病歴を隠して入社し、その後に病歴が判明し
た場合は、雇用契約を解消することを承知する旨の一文を入社契約書に盛り込むことをお勧めします。
　万が一、採用後に病歴が判明した場合、その病歴があるからと言って直ちに解雇はできませんのでご注意下さい。
前段でもご説明しましたように症状の度合いによって判断すべきです。国は、現在がん患者の就労支援に力を入れ
ています。「病歴＝入社拒否、契約解消」と判断する前に今一度、医師と相談して就業可能かどうかを判断して下
さい。
　最後に、近年の採用活動においては、個人情報に対する質問を控える傾向にあるように思われます。しかし信頼
関係が強く求められる労働契約では、必要な質問はすべきです。採用後のトラブル防止のためにも、業務遂行に健
康面で問題があるかどうか尋ねることが大切と考えます。

A 病気の重さによります。
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青年部会

　新青年部会長 あいさつ

 支 部 だ よ り

津山支部 �「労務管理セミナー」開催
　津山支部（廣野貴大支部長）は、６月 15日（木）午
後６時から津山国際ホテルで「労務管理セミナー」を開
催した。社会保険労務士の穐田恒雄氏を講師に、～働
き方改革・過重労働対策～と題して「企業に求められ
る労務管理と実務対応」について、１時間 30分の講義
を受けた。参加者は津山支部組合員 10名。
　県工組からは、栗平事務局長が出席して最初に県工
組の事業について説明を行った。

組合退会
・組合員名：㈱谷野帳簿工業所　・代表者：三宅基子
・退会期日：平成 29年６月 30日

参加者

　この度、三浦会長の後任として青年部の会長に
就任いたしました。
　青年部入会から８年ほど会計を担当し、昨年は
副会長に就任しました。
　今回、会長職に就き責任の重さを感じています。
　ここ数年、紙媒体の減少が続き印刷業界は非常
に厳しい状況が続いています。
　そのような状況を乗り越えていくために各社は
いろいろな取り組みをされていると思います。
　青年部としては、会員同士の情報交換や勉強会

を通じて情報を共有しながら「共」に状況を乗り
越えていけるような「場」を作っていきたいと考
えています。
　また、後継者不足とも言われている中、若い世
代が印刷業に対して、興味をもって働ける環境づ
くりをしていくことにより、業界の発展に繋がれ
ばと思います。
　微力ではありますが、青年部メンバーと頑張っ
て参ります。皆様のご指導ご支援をお願い申し上
げます。

会 長

藤 原  正 樹  
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大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　今年の夏は、例年以上に酷暑である。

　毎日 30 度以上の暑さには参る。

　西日本での集中豪雨、東日本は雨不足。

　日本も亜熱帯地域に変わって来たのか。

　異常気象に考えさせられる夏である。

 （K）

 編 集 後 記


